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せまい二車線家々は大きくは租いカミみなうらやまし

い庭をもっている.

宿舎のRホテルは四階建でのこの街では最も大きいホ

テルドアｰマンはなく受付係は30代と思われる婦人

ほかには誰もいない.ボｰイは頭のはげた50代の人で

重い荷物をもってもらうのがいたいたしい.エレベｰ

タｰは三人とボｰイと荷物のくるまがゆっくり四階の

部屋まで荷物を運んでくれたボｰイに20セントわたすと

サンキュｰサｰといってすこぶるスマｰトにうけとる.

部星は十二畳位の大きさで北側に窓を広くとって明る

いここは南半球の温帯だから太陽はいつも北側にある.

窓の下から調節のきく空気がでてくる.ベッドはツイ

ンで80センチX180センチほどちょっと大きな人には

小さいのではないかと思われる.ともかくゆうべよく

寝ていないので眠くてたまらず16時30分ベッドヘもぐ

りこ膏.19時30分30才位のルｰムメイドにおこされ

るベッドを作りにきたのだ｡これからもしいっまで

もねていたかったらこれを外へ淀しといて下さいと前

のへやから“P1easedo篶批dist附b}圭の紙札をもって

きてくれる.今日は仕事はし狂くていいからよく休ん

でくれというさっきのC氏の言に従ってさらに眠り続

ける..(筆者は元所員現在バンコク皿カフェ事務局員)
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･日本地質学会

1.昭和42年10月11目

(水)～14目(土)

2.日本地質学会第

74年総会ならびに

日本地質学会

目本鉱山地質学会

目本鉱物学会

目本岩石鉱物鉱床

学会目本粘土学

会連合学術大会

名古屋大学(豊田講堂教養都)

名言屋市千種区不老町

目本地質学会行事委員会

東京都文京区本郷7-3-1

東京大学理学部地質学教室目本地質学会

TeI.東京(03)812-2111(内線2432)

･石歳科学国際会議

1.昭和43年6月10目～14日

2.石炭化作用･熱分解･ガス化･石炭組織に関する講演会

3.M三ningIustitut罎｡ftheCzechos1ovakia,

AcademyofSc三ence

4.石炭科学国際会議
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･石炭科学都会

1.昭和42年1互角9日(木)～11目(土)

2.第逸回石炭科学(眉炭の地球科学･組織･化学的性質･

加工等に関する講演会)

3.九州大学工学部

4.燃料協会肩炭科学部会

5.東京都中央区銀座4-5西銀座ビル内

燐料協会東京(03)561-3760

･日本花総学会

1.昭和42年10月11目(水)

2.花粉学･花粉分析･花粉応用

3.神戸大学(神戸市)

4.日本花粉学会

5.京都市左京区北白川

京都大学農学部応用植物学教室

Te}.京都(0箔)77-8m(代表)

･日本分光学会
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昭和42年8月29目(火)榊3鵬(水)

｢分光技術の公害測定への施用｣講習会

東京工業試験所(渋谷区本町1-1)

周本分光学会

東京都新宿匿百人町4-400

東京教育大学光学研究所内

目本分光学会〔Te1.東京(03)362-7881〕

･物理探鉱技術協会
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昭和42年工0月1畑(火)一19目(木)

昭和42年度鉱業関係学協会合同秋季大会

九州大学(福岡市箱崎町)

日本鉱業会物理探鉱技術笛会その他

東京都中央匿銀座酉8-7日本鉱業会Te1.(03)572

-5091川崎川崎市久本135地質調査所内物理探鉱

技術滋会Te1.川崎(044)83-3171

1ヨ本岩石鉱物特殊技術研究会

目名郁堪2年?月26目27目28日

第10圃研究発表会(金属非金属構造地質賦火物等

の薄片研磨片の作成に関する講演会)

新潟大学理学都地質学教室(新潟前西大畑町§,21進)

日本渚石鉱物特殊技術研究会

川崎市久本嚇地質調査所内

目本潜肩鉱物特殊技術研究会

Te1.川崎(044)83-7131内線211

日本海洋学会

1.昭和42年8月25目(金)～29目(火)

2.昭和42年度秋季大会(水産海洋学シンポジウムほか)

3東北大学農学部(仙台市北六番丁210)

4.5｡､員本海洋学会

東京都中野区栄町通1-28東京大学海洋研究所気付

Te王.東京(03)376-1251

〔注〕1.開催年月目

4.主催者5.

2.会合名3｡会場

連絡究(掲載順位は原稿到着11噴)�


